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Q. 誰が使う？Q. NCRB（Natural Conversation Resource Bank）とは？
Q. どのように使う？ Q. どんな教育ができる？
Q. 何をめざす？
●日本への興味を喚起、日本語学習への動機付けになる。
●学習者として、実際のコミュニケーションの擬似体験が
できる。
●自然会話を素材とする教材に触れさせることで、学習者
に日本語の多様性を認識させることができる。
●言語使用を非言語行動とともに理解できる。
●教科書の日本語と自然な日本語の違いを意識化できる。
●母語話者と学習者の日本語を比較し、学習者が自らの言
語行動を可視化し、振り返ることができる。
●学習者自身が、学びたいことを見つけることができる。
●学習者だけでなく、日本語教師の気づきを
促すことができる。
☞4つの入り口
（教材作成画面）
☞タイムスタ
ンプをつける
と、教材画面
でハイライト
表示が可能
オンライン教材として
世界中の誰でも使うこと
ができます！
学習者の日本語も
教材にできる！☜
☞YouTubeとウィキペディアを
合体したような共同構築型
「自然会話を素材とするWEB教材」
●日本語学習者：
WEB上で自由に、自分のペースで、自分の好き
なシーンから独習できる。初級から超級に至るまで
のすべてのレベルの学習者が、各自のレベルや興味
に応じて活用できる。特に海外の学習者は、日本語
の自然な会話に触れることによって、学習動機を高
めることができる。
●日本語教師：
日本語の授業中に、日本語会話の音調や間合いの
学習、討論の材料などとして、多様に活用できる。
スピーチレベルのシフトなどの、場面や人間関係に
応じたコミュニケーションの方法について議論させ
るなど、さまざまな活用法がある。
４．Step1、2、3の選択問題、記述問題の問題文と答えを作成する
＊Step１：動画を観る前の質問（ウォーミングアップ）、Step２：基本的な問題、Step３：応用問題
